
認知症に関わる
医工薬連環科学の今後を探る

三大学医工薬連環科学教育研究機構事業の一環として、下記の通りシンポジウムを開催いたしますので奮ってご参加ください。

場所 大阪医科大学 看護学部講堂（裏面参照）
令和2年日時 ～17：00

14：001月18日（土）

開会挨拶　大阪医科大学 学長　大槻 勝紀14：00

閉会挨拶　医工薬連関科学教育研究機構 機構長　永井 純也16：50

講演1

「治る認知症：正常圧水頭症と医工薬」
　 大阪医科大学 医学部 医学教育センター 専門教授　梶本 宜永

14：10

講演3

「脳の血流測定で認知症のリハビリ支援」
　 大阪医科大学 看護学部 准教授　久保田 正和

15：00

特別講演

「Prodromal期を対象とした
  レビー小体型認知症治療介入研究の可能性」
　 大阪医科大学 脳神経内科 教授　荒若 繁樹

16：00

休憩15：25

講演2

「アルツハイマー型認知症関連
タンパク質tauの凝集阻害」
 大阪薬科大学 薬学部 准教授　友尾 幸司

14：35

講演4

「ゲイズトラックを利用した認知機能評価」
　 関西大学 システム理工学部 教授　小谷 賢太郎

15：35

閉会17：00

文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」採択事業
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